
地産地消メニューを紹介してください
おばんざい3品
選べるメイン2品
パンorごはん
香の物

サラダ＆スープバー
ドリンク

おばんざいランチ
　京都の家庭料理である「おばんざい」にヒ
ントを得て、考案したメニューです。
　採れたてのルッコラやピーマンを素材にし
たカレーや春雨サラダなどの身近な料理が、
プロの手と笠間焼の器によりおしゃれなラン
チメニューに…。
　日常の料理も調理方法の工夫や器、演出方
法等により、特別な料理になることを提案し、
「笠間らしさ」を表現しています。

ス

イーツも地産地消

今
年
3
月
か
ら
、
笠
間
日
動
美
術
館

で
は
小
中
学
生
の
入
場
料
を
無
料
と
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
美
術
に
親
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
あ

る
。海

外
の
美
術
館
を
訪
ね
る
と
、
先
生

に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
い
る
光

景
が
目
に
付
く
。
先
生
の
説
明
を
お
と

な
し
く
聞
い
て
い
た
り
、
名
画
の
前
に

座
っ
て
模
写
を
し
て
い
た
り
す
る
。
パ

リ
に
住
ん
で
い
る
孫
の
幼
稚
園
の
遠
足

は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
だ
っ
た
と
い
う
。

娘
が
帰
っ
て
き
た
息
子
に「
今
日
は
何
を

見
た
の
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
い
っ

ぱ
い
お
ば
け
が
い
た
」
と
答
え
が
返
っ
て

き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
《
ミ

ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
》
や《
サ
モ
ト
ラ
ケ
の

ニ
ケ
》
な
ど
が
奇
怪
に
見
え
た
の
だ
ろ

う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
幼
児
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
人
に
な
っ
て
も
美

術
館
に
親
し
み
を
覚
え
る
の
だ
と
思
う
。

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
は
、
毎
年「
全

国
こ
ど
も
陶
芸
展
ｉ
ｎ
か
さ
ま
」を
開
催

し
て
い
る
。
私
も
審
査
員
だ
が
な
か
な

か
面
白
い
。
子
供
た
ち
の
発
想
は
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
こ
の
夏
、
笠
間
日
動
美
術
館
で

は
こ
の
陶
芸
展
に
連
動
し
て「
第
1
回
こ

ど
も
絵
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
し
た
。
茨
城
県
と
そ
の
近
県

の
学
校
に
出
品
の
お
願
い
を
し
て
お
り
、

未
来
の
ピ
カ
ソ
の
登
場
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
多
く
の
小
中
学
生
に
笠
間
日

動
美
術
館
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

笠
間
日
動
美
術
館　

副
館
長　

長は
せ
が
わ
谷
川
智ち
え
こ
恵
子 ニューヨーク メトロポリタン美術館にて

わ
た
し
と
笠
間

「
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
」
と
「
こ
ど
も
絵
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

8

グルメイトが行く!
地産地消応援団の「笠間グ
ルメイト」が、地産地消協
力店をレポートします。こ
の記事に関するお問合せ
は、農政課（内線527）へ。

地産地消＝食べて、かさま応援！…今月の訪問先…
笠間 森のレストラン

Monomi
笠間芸術の森公園近くの瀟

しょうしゃ

洒な
レストランへ地産地消の取組みに
ついて取材してきました

地産地消に取り組む理由は？
　「ミニ笠間の表現」をコンセプトに、
笠間を味わい、笠間を楽しめる森の
レストランを目指しています。
　そのため、笠間市産野菜と笠間焼
の器にこだわり、笠間を目と舌で楽
しむ料理の提供を心がけています。

食材の仕入れはどこから？
　多くは直売所を利用しています
が、坊ちゃんカボチャやトマト、ニ
ンジンなど、生産者さんから直接仕
入れるものもあります。
　メニューに合わせてもう少し洋野
菜の種類が欲しいですね。

　左から、髙
たかねざわ

根澤チーフ、グルメイトの
朝
ともなが

永美
み よ こ

代子さん、小
こじま

島敏
としこ

子さん、宮
みやもと

本
貴
き え こ

恵子さん。
　店内は、髙根澤さんの女性目線のマ
ネージングで、柔らかで温かみのある雰
囲気です。

　新商品の古代米
甘酒を使ったゼリー
とシャーベット。「飲
む点滴」とも呼ばれ
る甘酒が、体に優し
く、舌に満足な絶品
デザートに。

取材を終えて　トウモロコシやレタス、スナップエンドウなど、
身近な旬の野菜が、素敵な笠間料理として味わうことができ、感
激しました。特に食材本来の味がしっかりと伝わり、生産者のお
顔が浮かぶようでした。
　取材へのご協力ありがとうございました。（笠間グルメイト）

笠間 森のレストラン Monomi
住　所／笠間市笠間2517-1
電　話／0296-72-9928
営業時間／11：30～21：00
定休日／月曜（祝日の場合は翌火曜日）

快く取材を受けてくださった皆さん

取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています
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